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2027 年 5 月期第 1 四半期決算説明動画および決算説明書き起こしに関するお知らせ 

 

当社は、2027 年 5 月期第 1 四半期決算に関してご説明するため、「決算説明動画」および「決算説明の

書き起こし」を公開いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

なお、当社が自主的に公開するものであり、決算内容の詳細につきましては、2026 年 10 月 14 日に開示

しております決算短信および決算説明資料をご覧ください。 

 

記 

1.2027 年 5 月期第 1 四半期決算説明動画 

https://youtu.be/1xtrTOqqPhE 

 

2.2027 年 5 月期第 1 四半期決算説明の書き起こし 

2027 年 5 月期第 1 四半期決算説明の書き起こしにつきましては、次頁以降をご覧ください。 

 

以上 

 

本件に関するお問い合わせ先 

IR サイト https://seiwaholdings.co.jp/ir 

※IR サイトの「IR お問い合わせ」を開き、フォームよりお問い合わせください。 

 

https://youtu.be/1xtrTOqqPhE
https://seiwaholdings.co.jp/ir


 

 

野見山 勇大 

株式会社セイワホールディングス、代表取締役の野見山勇大でございます。  

平素より多大なるご支援を賜りまして、誠にありがとうございます。  

早速ではございますが、 2027 年 5 月期第 1 四半期の決算説明に移らせていただきます。  

 

 

 

本日のポイントにつきまして、大きく 3 点お伝えいたします。  

業績および上方修正について  

第 1 四半期の売上収益は 21 億円（前年同期比 11.6％増）、調整後営業利益は 3.3 億円（同 10.1％

増）となりました。  



既存事業はオーガニックでも増収増益となっており、計画通りに進捗しております。  

新規 M&A の寄与につきましては、主に第 2 四半期以降、数値としてしっかりと表れる見込みです。  

また、本日、通期業績予想の上方修正を発表させていただきました。  

修正後の通期予想は、売上収益 110 億円（当初予想比 12.2％増）、調整後営業利益 20 億円（同

11.1％増）となります。  

こちらは、新規でグループ入りした大栄パーカー、保安道路企画、栄進電機の 3 社の業績を反映した

ものでございます。  

M&A の進捗について  

2027 年 5 月期におきましては、すでに 5 件の M&A を実行いたしました。  

特に大栄パーカーがグループに加わったことで、防衛関連のエクスポージャーを新たに保持すること

ができました。  

こうした分野へも、今後継続的かつ積極的に進出していきたいと考えております。  

なお、実行した 5 件の M&A はすべて、当社の投資規律である「 EV/EBITDA倍率 5 倍以内」で取得で

きております。  

投資余力について  

当社では、 Net Debt/EBITDA 倍率 3～4 倍をレバレッジの許容上限として設定しております。  

2026 年 8 月末時点での投資余力は 61.15 億円と、十分な余力を残しております。  

足元でも大変旺盛な M&A の引き合いが継続しておりますので、これらの余剰資金をしっかりと活用

して投資を行ってまいります。  

 

 

 

本日は、「当社について」「 2027 年 5 月期 業績予想の修正」「 2027 年 5 月期 第 1 四半期 実績」

「 M&A 戦略」「 2027 年 5 月期 実施 M&A の振り返り」の 5 点に沿ってご説明いたします。  

 



 

 

初めてお聞きになる方もいらっしゃるかと思いますので、手短に会社説明をさせていただきます。  

 

 

 

当社が掲げる事業モデルは、独自の仕組みによって「製造業の後継者不在問題を解決する連続買収企

業（ロールアップ）」でございます。  

ステップ 1 として、後継者不在などの課題を抱える中小企業を M&A により承継します。  

ステップ 2 で、当社の「セイワプラットフォーム」を活用し、対象企業を確実に成長させます。  

そしてステップ 3 として、その支援によって得たキャッシュフローを事業投資および次の M&A へ継

続的に投資することで、連続的な成長を実現いたします。  

非常に資金効率の高いビジネスモデルであると認識しております。  



 

 

本事業を行うに至った経緯についてお話しいたします。  

私自身、もともとは父が経営する町工場にアルバイトとして入社いたしました。  

そこで働く職人の姿に「彼らこそが日本を支えている」と感銘を受け、入社を決意いたしました。  

当時は顧客が 1 社のみ、債務超過、過重労働といった多くの苦労があり、創業者である父や社員との

関係性も含め、事業承継の難しさを身をもって体験いたしました。  

その後、皆様のご支援もあり事業は成長を遂げました。  

一方で、事業承継が深刻な社会問題となっていることを知り、自らの経験を活かせないかと考え本事

業を開始いたしました。  

オーナー社長様や社員の方々の情熱的な想いや優れた技術を次世代に残していく、そうした「新たな

モノ づくりモデル」を我々であれば構築できるという強い信念を持って取り組んでおります。  

 

 



続きまして、 2027 年 5 月期業績予想の修正についてご説明いたします。  

 

 

 

既存事業につきましては計画通り堅調に進捗しておりますが、直近で実行いたしました新規 M&A 3

件（大栄パーカー、保安道路企画、栄進電機）の業績を反映し、通期業績予想を上方修正いたしまし

た。  

前期実績との比較では、売上収益・調整後営業利益ともに約 4 割増の水準となっております。  

なお、今回の修正値には未公表の M&A は含まれておりませんので、今後新たな M&A が確定した場

合には、さらに業績が上積みされることとなります。  

 

 

 

第 1 四半期の実績をご報告いたします。  



 

 

売上収益、調整後営業利益、調整後 EBITDA、調整後当期利益といった当社が重視する主要指標にお

きましては、前年同期比で約 10％の成長となり、既存事業は非常に堅調に推移しております。  

一方で、 IFRS（国際財務報告基準）に基づく会計上の損益計算書においては、営業利益および四半期

利益が前年対比で減少しているように見受けられます。  

この主な要因は 2 点です。  

M&A 関連費用の増加 

第 1 四半期における M&A 関連費用が、前年同期比で約 2.1 億円増加いたしました。  

負ののれん発生益の減少 

前年同期に計上されていた負ののれん発生益が、約 7,800 万円減少いたしました。  

 

 

 



これらの決算要因・一時的費用を除外した実質的な業績としては、オーガニックでの成長をしっかり

と達成できております。調整後指標の算出式につきましても資料に記載しておりますので、併せてご

確認いただけますと幸いです。  

 

 

 

連結業績の推移といたしましては、 M&A と既存事業の成長により、継続的な増収増益を達成してお

ります。  

2027 年 5 月期においても過去最大の投資を計画しております。  

 

 

 

また、連続的な M&A を推進する上でバランスシートを極めて重視しており、手元資金および適正な

負債範囲内でしっかりと実行しております。  



今期の Net Debt/EBITDA 倍率は 1.4 倍となっており、さらに 61.15 億円の投資余力を残しておりま

す。  

非常に旺盛な M&A 需要に対しても、十分に対応可能な状態を維持しております。  

 

 

 

M&A 戦略の説明に移らせていただきます。  

 

 

 

当社はこれまで、製造業を中心に累計 21 件の M&A を連続的に行ってまいりました。  

2024 年および 2025 年は上場準備期間であったため年間 1 件ずつの進捗にとどまっておりました

が、 2027 年 5 月期におきましては、すでに 5 件の M&A を実行しております。  

 



 

 

投資方針および基準に関する考え方は従来と変わりございません。  

原則として「 EV/EBITDA倍率 5 倍以内」の企業を中心に検討しております。  

対象としては、ニッチ分野で高い競争力を持ち、投資対象数が豊富な EBITDA 1 億～3 億円規模の企

業を主軸としておりますが、バリュエーションが適正化されれば、それ以上の規模の案件にも積極的

に取り組んでまいります。  

最大 61.15 億円の投資余力がございますので、当面の M&A におきましては手元現金および Debt キ

ャパシティで十分に対応可能です。  

投資対象領域としては、引き続きニッチ分野で強みを持ち、既存の注力分野と親和性の高い企業を最

優先としてまいります。  

 

 

 



当社の最大の強みは、「売却を前提としない永続的な株式保有」を行う点にあり、売り手企業のオー

ナー様から非常に高く評価されております。  

大手製造業が買収の競合となる場合、画一的な管理手法への懸念や「企業の良さが失われるのではな

いか」という不安を抱かれるオーナー様が少なくありません。  

また、投資ファンドの場合は将来的な再売却が前提となります。  

これに対し、長期的視点での投資と競争優位性の維持が求められる製造業においては、当社の「永続

保有」かつ「中小企業の実情を熟知した体制」が選ばれる要因となっております。  

 

 

 

また、連続 M&A における当社の強みは 次の 2 点です。  

ソーシング  

代表自身が事業承継および現場の再生を経験しているため、オーナー社長様と現場目線での深い対話

が可能です。  

さらに、類似企業での豊富な M&A 実績があるため、グループ入り後の成長イメージを明確にお持ち

いただけます。  

PMI 推進 

現場を熟知したメンバーが PMI（買収後の統合プロセス）を推進します。ノウハウや人材の共有が容

易であり、迅速な収益改善とシナジー創出が可能です。  

独自プラットフォームの活用により、買収後の立ち上げおよび改善をスピーディーに推進する仕組み

が確立されています。  

 



 

 

今期実施いたしました 5 件の M&A についてご説明いたします。  

半導体、防衛、防災・安全といった成長分野の優良企業を取得できており、いずれも当社の投資規律

に基づいた適正な規律のもとで実行されております。  

 

 

 

当社の株主・中核企業である冨士鍍金工業所が主体となり、三鷹金属工業の金属表面処理事業を譲受

いたしました。  

半導体分野の旺盛な需要に対し、冨士鍍金単体では設備キャパシティの拡張が課題となっておりまし

た。  

近隣エリアで大型めっき設備を保有する三鷹金属工業の事業を譲受することで、生産キャパシティを

大幅に拡大いたしました。  



進行期においても半導体部品向けは非常に好調であり、この設備を活用して さらなる 成長を目指しま

す。  

 

 

 

カチオン電着塗装を主力事業とする企業です。これまで当社のカチオン塗装拠点群は関東エリアに集

中しておりましたが、今回の買収により初めて静岡へ進出いたしました。  

東海エリアの案件相互融通に加え、後述の大栄パーカーとの事業連携を進めております。  

 

 

 

経済安全保障上、極めて重要な防衛関連を中心に、アルミニウム製品への表面処理加工を行っている

企業です。  

現在も非常に旺盛な受注をいただいており、進行期も堅調な成長を見込んでおります。  



 

 

視線誘導標、「 ポストフレックス」等の道路保安用品の製造・販売を手掛ける企業です。  

国土強靱化推進の中で、防災・安全関連領域は堅調に拡大しております。  

同社商品は国土交通省のスペックにも採用されております。  

当社の創業母体であるセイワ工業も大型道路案内標識柱などの道路資材を製造しているため、当社に

とって非常に理解の深い分野であり、クロスセルや顧客開拓などのシナジーを創出してまいります。  

 

 

 

特殊なワイヤーハーネス加工技術を持つ企業です。  

当社グループには電線製造やコネクタ加工を行う三陽電工がございますが、後工程を担う栄進電機が

加わったことで、一貫生産体制が確立いたしました。  

同社の主要顧客には半導体関連企業が多く、足元でも非常に強固な需要がございます。  



仕様の統一や納期短縮など、柔軟な対応力を発揮してまいります。  

 

以上、今期実行したすべての M&A は当社が熟知する領域であり、今後の成長が見込める市場でござ

います。  

第 1 四半期以降も各社の成長をしっかりと支援してまいります。ご清聴ありがとうございました。  


